
 
 

 
 

病

め

る

日

本

…

 

 
 
 

あ

あ

日

本

よ

、

こ

れ

で

よ

い

の

か

？

 

  

★

今

、
わ

が

国

の

経

済

は

、
倒

産

寸

前

(

小

渕

首

相

に

な

っ

て

、
つ

い

に

六

四

五

兆

円

の

世

界

一

の

借

金

国

に

。
ツ

ケ

は

次

の

世

代

に

ド

ッ

シ

リ

と

、 

失

業

は

増

え

る

ば

か

り

)

、
政

治

も

行

政

も

道

徳

も

地

に

落

ち

た

(

自

自

公

の

数

の

暴

力

、

公

安

･

警

察

の

腐

敗

堕

落

、

官

僚

の

汚

職

、
ウ

ソ

 
 

の

答

弁

、
異

常

犯

罪

の

多

発

な

ど

な

ど

)

。
こ

れ

で

は

教

育

も

崩

壊

す

る

の

は

無

理

も

な

い

。

そ

の

上

、

食

料

の

 

自

給

率

が

二

八

％

の

状

況

で

は

、

残

り

七

二

％

を

輸

入

に

頼

ら

ざ

る

を

得

ず

、

食

料

輸

入

の

 

で

き

な

い

国

際

情

勢

と

も

な

れ

ば

、

日

本

国

民

は

、

た

ち

ま

ち

飢

餓

地

獄

と

な

る

で

し

ょ

う

。 

こ

の

ま

ま

で

は

、
行

く

手

に

亡

国

の

兆

し

(

き

ざ

し

)

が

見

え

る

で

は

あ

り

ま

せ

ん

か

？
 

 

★

憲

法

第

九

条

に

は

「

戦

力

は

も

た

な

い

」

と

は

っ

き

り

定

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

し

か

し

、

そ

 

ん

な

こ

と

は

知

る

も

の

か

と

、
浜

松

基

地

は

、
強

化

さ

れ

、
Ａ

Ｗ

Ａ

Ｃ

Ｓ

(

早

期

警

戒

管

制

機

)

が

三

月

 

末

で

訓

練

を

終

わ

り

、
い

よ

い

よ

実

戦

の

任

務

に

つ

く

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。 

 
 

沖

縄

の

米

軍

で

さ

え

、
一

機

し

か

持

っ

て

い

な

い

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｃ

Ｓ

が

浜

松

基

地

に

は

四

機

、 

ア

ジ

ア

第

一

(

世

界

一

か

も

？

)

の

情

報

収

集

機

能

は

も

ち

ろ

ん

、

戦

闘

指

揮

も

可

能

な

実

戦

基

地

と

 

な

り

ま

す

。

 

 
 

そ

の

上

、

空

中

給

油

機

も

浜

松

へ

配

備

さ

れ

る

可

能

性

が

あ

る

と

マ

ス

コ

ミ

は

伝

え

て

い

 

ま

す

。

市

民

の

皆

さ

ん

、

子

や

孫

を

戦

火

の

悲

劇

に

遭

わ

せ

る

か

も

し

れ

ぬ

「

軍

事

都

市

・

 

浜

松

」

を

遺

産

に

遺

し

て

よ

い

の

で

し

ょ

う

か

？

 

◇

「

原

爆

が

 

“

第

九

条

”

を

 

忘

れ

な

い

」

…

（

朝

日

新

聞

・

川

柳

よ

り

）

 

 

★

世

界

の

良

心

的

な

人

々

は

、

今

、

日

本

の

平

和

憲

法

第

九

条

に

注

目

し

て

い

ま

す

。

昨

年

オ

 

ラ

ン

ダ

の

ハ

ー

グ

で

開

か

れ

た

Ｎ

Ｇ

Ｏ

平

和

会

議

で

「

日

本

の

第

九

条

を

お

手

本

に

し

て

、

 

世

界

各

国

は

、

戦

争

を

放

棄

し

て

下

さ

い

」

と

国

連

に

提

案

を

し

ま

し

た

。

第

九

条

は

、

日

 

本

よ

り

も

、

世

界

で

評

価

さ

れ

つ

つ

あ

り

ま

す

。

 

 
 

私

た

ち

日

本

国

の

主

権

者

で

あ

る

国

民

が

、

そ

の

気

に

な

れ

ば

、

日

本

政

府

を

動

か

し

て

 

国

連

で

「

世

界

の

軍

備

全

廃

・

戦

争

放

棄

」

を

提

案

さ

せ

る

こ

と

も

で

き

ま

す

。

浜

松

基

地

 

を

市

民

の

憩

い

の

公

園

に

し

て

子

孫

に

遺

す

こ

と

も

で

き

ま

す

。

 

 
 

や

り

ま

し

ょ

う

よ

、

私

た

ち

の

手

で

！

 

  

★

要

す

る

に

日

本

の

亡

国

を

く

い

止

め

る

道

は
「

た

だ

一

つ

」
し

か

あ

り

ま

せ

ん

。
そ

れ

は

、

 

私

た

ち

国

民

が

日

本

国

の

主

権

者

（

主

人

）

と

し

て

、

現

在

の

腐

敗

し

た

政

治

に

「

ノ

ー

」

 

と

言

う

こ

と

で

す

。

そ

の

た

め

に

選

挙

権

が

あ

り

ま

す

。

 

   

二

〇

〇

〇

年

三

月

十

二

日

（

日

）

第

三

九

七

回

・

憲

法

を

守

る

平

和

行

進

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

浜

松

市

憲

法

を

守

る

会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

事

務

局

 

浜

松

市

紺

屋

町

三

〇

一

～

十

五

 


